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又

言

指定年月日

所在地

所有者

(
古
文
書
)

昭和48年2月7日

長浜町大字今坊

久保茂子

代々の努力によって保

(1872年)に及んでい

存されています。

文書は、土地や貢租関係のものが多く、時代は寛政 6年 (1794年)から明治 5年

ます。特に宗門関係文書は、少々のけっ失があるものの、文政 8年 (1825年)から明治 5年 (1872年)に

かけての47年間のものが保存されています。その他、御触書や民族史料等もあります。

もともと、新谷藩関係の史料は乏しく、加藤家に伝わる文書も数えるくらいしかないため、

その聞のおびただしい量の庄屋文書が、久保家は、新谷藩今坊村の庄屋でした。

久保家文書

特に制度、経済、民政等についての貴重な史料です。新谷藩政についての調査研究、l止、



財
政
基
金
及
び

減
積
基
金
へ
の

積
立
金
悲
ど

十
一
年
度
ム
般
会
計
補
正
予
算
〈
専
決
〉

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、

一
億
四
千
百
五
十
八
万
四
千
円
が
補
証

さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
七
十
六
億
五
千

二
百
五
十
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
〕
財
産
管
理
費
と
し
て
、
財

政
基
金
及
び
減
債
基
金
へ
の
積
立
金
並

び
に
、
各
種
基
金
利
子
の
確
定
に
伴
い

一
億
一
千
八
百
八
十
八
万
一
千
円
を
補

正。

長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、

か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
四
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
専
決
処
分
と
な
っ
て
い

た
平
成
十
一
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)
や
、
長
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
な
ど
議
案
八
件
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
十
一
年
度
長
浜
町
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
、
長
浜
町
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
平
成
十
二
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
議
案
十
七
件
及
び
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
議
会
諮
問
案
件
一
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告

な
ど
の
議
会
報
告
案
件
八
件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
の
議
会
提
出
案
件
一
件
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
口

一般質問の答弁を行う西田町長

〔
民
生
賛
〕
老
人
福
祉
費
と
し
て
、
老

人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
-
千
二

百
阿
十
三
万
六
下
円
を
減
額
補
正
。

曲
山
園
の
移
転
改
築

に
伴
う
工
事
請
負
費
な
ど

ト
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
に
五

億
四
千
九
百
六
十
九
万
七
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
五
十
七
億
八
千

七
百
二
十
八
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
開

な
お
、
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
道
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〔
民
生
賛
〕
老
人
ホ

1
ム
建
設
費
と
し

て
、
老
朽
化
が
著
し
く
危
険
な
状
況
下

に
あ
る
長
浜
町
養
護
老
人
ホ

1
ム
白
山

国
を
平
成
十
二
・
十
三
一
年
の
継
続
事
業

で
柴
(
王
子
ケ
丘
)
に
移
転
改
築
す
る

た
め
の
、
十
二
年
度
事
業
に
伴
、
っ
工
事

請
負
費
等
二
福
山
四
千
二
百
二
十
万
三
千

円
を
補
正
。

〔
農
林
水
産
業
費
]
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
石
内
平
見
農
道
新
設
工

事
費
ほ
か
一
事
業
に
一
要
す
る
経
費
一
千

八
百
六
十
問
万
七
千
円
を
補
一
止
。

ま
た
、
沿
岸
漁
業
活
性
化
構
造
改
善

事
業
費
と
し
て
、
増
養
殖
造
成
改
良
事

業
に
よ
り
実
施
す
る
長
浜
、
沖
浦
、
青

品
の
各
地
先
の
地
区
い
そ
造
成
事
業
に

要
す
る
経
費
二
千
五
百
二
十
二
万
七
千

円
を
補
正
。

長
浜
町
場
職
員
の
分
限
に

関
す
る
手
続
及
び
効
果

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
禁
固
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
職
員
は
、
条
例
に

2 

審議が行われる第2固定例会

特
別
な
定
め
が
な
い
場
合
に
は
、
い
か

な
る
時
も
失
職
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
事
案
の
情
状
に
よ
っ

て
は
、
失
職
の
適
用
除
外
が
で
き
る
特

例
条
項
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

米
子
毅
氏
を
選
任

監
査
委
員
三
川
町
敏
哉
氏
は
、
平
成
十

二
年
四
月
十
二
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ

た
の
で
、
技
任
に
米
子
毅
氏
(
仁
久
・

六
五
)
を
漠
一
任
し
、
議
会
の
同
意
を
求

め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
監

査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

選任された米子毅氏



肥

C二二コ

建
設
事
業
に
関
す
る
工
事
異
施
に

お
い
て
懸
念
す
る
点
に
つ
い
て

山
鳥
壊
、
タ
ム
建
献
と
分
水
に
よ
る

懸
念
事
項
の
調
査
に
つ
い
て

長
浜
町
の
教
育
指
導
に
つ
い
て

監
視
体
制
を
強
化
し
て

質
問
・
:
建
設
信
・
県
に
よ
る
河
川
工

事
に
よ
り
、
川
幅
が
狭
ま
り
水
の
流
れ

が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
沖
浦
の
船
だ

ま
り
へ
の
影
響
は
大
で
あ
る
と
忠
わ
れ

る
。
早
急
に
調
査
検
討
し
対
応
し
て
も

関

国
毒事

富

英

曲
一
棚
田
貝

流況の変化による影響が懸念される沖浦の船だまり

ら
い
た
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
ゐ
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
現
在
、
連
設
省
に

よ
っ
て
治
ぶ
を
目
的
と
し
た
河
川
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
と
は
違
っ

た
環
境
が
作
り
出
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
不
安
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
国
・
県
に
お
け
る
定
期

パ
ト
ロ
ー
ル
を
更
に
充
実
し
て
い
た
だ

く
と
共
に
、
問
仁
お
い
て
も
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
監
視
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
沖
浦
漁
港
周

辺
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
で
調
査
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
つ
ひ
と
つ

我
々
自
身
の
判
断
で

質
問
圃
掴
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
分
水
に

か
か
る
懸
念
事
旦
の
調
査
に
つ
い
て
、

建
設
省
の
み
の
詞
去
を
信
頼
し
参
考
に

す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
り
他
の
機

関
・
団
体
へ
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
報

/ 
/ 

作
を
参
考
に
調
査
研
究
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
我
々
と
し
て
は
、

こ
う
い
う
問
題
・
不
安
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
国
・
県
に
訴
え
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
調
査
い
売
だ
い
て
お
り
、
そ
の
調

査
自
体
は
正
当
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
が
、
必
要
で
あ
れ
ば

町
独
山
の
調
査
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
不
安
や
問
題

が
同
-
県
の
調
査
報
告
通
り
に
な
る
と

は
決
し
て
思
っ
て
お
ら
ず
、
建
設
中
日
・

県
か
ら
の
同
答
を
説
明
い
た
だ
く
中
で
、

一
つ
ひ
と
つ
疑
問
点
等
を
ぶ
つ
け
、
我
々

自
身
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
同
・
県
に

は
そ
の
説
川
貞
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
と
う
い
う
流
れ
の
中
で
、
議
会
と

共
に
こ
の
主
人
な
問
題
の
方
向
付
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
で

真
剣
に
取
り
組
ん
で

質
問
:
人
材
の
な
い
町
は
発
展
し
な

レ
と
思
わ
れ
る
。
役
場
内
の
教
育
関
係

に
携
わ
る
去
に
つ
い
て
、
優
秀
な
人
材

を
配
賢
し
確
保
す
る
こ
と
が
、
町
の
発

展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
同
人
的
な
考
え
で

あ
る
が
、
教
育
に
対
し
て
は
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
と
い
っ
た
様
々
な
分

野
で
貫
剣
に
取
り
組
む
必
受
が
あ
る
と

田
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
分
野
に
携

わ
る
役
場
内
の
担
当
者
の
指
導
、
研
修

等
も
当
叫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
、
関
連
す
る
皆
さ
ん

菌
道
三
七
八
号
の政
良
に
つ
い
て

県
道
ニ
四
号
主
要
地
方
道

大
洲
長
浜
線
に
つ
い
て

県
道
四
三
号
主
要
地
方
道

長
浜
中
村
線
に
つ
い
て

国
・
県
へ
要
望
し

早
期
改
良
に
努
め
た
い

質
問
:
・
国
道
三
仁
八
号
の
通
称
犀
の

鼻
付
近
は
、
一
一
一
坦
山
川
畑
が
挟
く
、
急
カ
ー

ブ
で
、
伝
道
も
な
い
「
と
の
道
路
は
通

学
路
で
も
あ
り
大
変
危
険
、
だ
が
、
攻
良

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
(

答
弁
(
町
長
)
:
岸
の
弘
付
近
は
、

ご
持
摘
の
ほ
か
落
石
等
に
よ
る
z

父
通
事

攻
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
υ

ム
ー
校
、
一
読

会
と
也
ぺ
に
団
・
県
へ
お
願
い
し
平
明
改

良
に
努
め
た
い
と
田
ム
ツ
て
い
る
3

ま
た
、

本
町
、
双
海
町
、
保
内
町
、
伊
予
市
で

構
成
す
る
同
逗
一
子
一
七
八
号
整
備
促
進
協

議
会
で
も
検
討
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

方
の
協
力
に
よ
っ
て
長
浜
の
教
育
を
き

ら
つ
と
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

回
じ
っ
て
い
る
。

東

議
官
民

士
国

成

地
権
者
の
皆
さ
ん
の

ご
坦
解
ご
協
力
を

質
問
・
・
・
県
道
大
洲
長
浜
線
の
仁
久
j

岸
本
聞
の
道
路
改
良
は
、
い
つ
ど
の
よ

う
に
で
き
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
仁
久
か
ら
岡
迫
一
-

七
八
号
に
長
道
す
る
間
に
つ
い
て
、
今

年
度
は
仁
久
入
口
か
ら
約
二
一
石

m
を
肱

川
改
修
の
合
併
施
工
に
よ
り
整
備
し
、

勤
体
セ
ン
タ
ー
付
近
の
物
件
前
査
及
び
、

中
学
校
か
ら
岸
本
石
油
聞
の
公
凶
一
副
正

を
県
に
要
請
し
て
い
る
。
十
一
二
年
度
に

は
、
仁
久
か
ら
中
学
校
聞
の
用
地
買
収
、

中
学
校
か
ら
岸
本
石
油
聞
の
公
園
訂
正

を
完
了
さ
せ
、
一
部
物
件
調
査
に
入
り

た
い
。
ま
た
、
引
き
続
き
用
地
買
収
に

取
り
か
か
り
た
い
が
、
地
権
者
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
な
く
し
て
は
整
備

3 



は
不
可
能
で
あ
り
、
代
替
地
の
確
保
も

必
須
要
件
で
あ
る
。
現
時
点
の
構
想
と

し
て
は
、
町
民
運
動
場
の
一
部
の
ほ
か

民
間
の
土
地
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

代
替
用
地
の
確
保
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

長
浜
大
橋
の
存
続
と
併
せ

国
@
県
と
の
調
整
を

質
問
:
県
道
長
浜
中
村
線
の
下
須
戒

j
沖
浦
間
も
、
歩
道
が
な
く
幅
も
狭
く

大
変
危
険
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
改

良
計
両
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
整
備
方
法
と
し
て

は
、
現
道
拡
幅
案
、
ト
ン
ネ
ル
案
等
が

考
え
ら
れ
る
が
、
河
川
改
修
と
の
関
連

も
あ
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
方
法

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
地
域
の
重
要

な
生
活
道
路
で
あ
り
早
急
に
改
良
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
登

録
文
化
財
と
な
っ
た
長
浜
大
橋
の
存
続

一
福
祉
描
設
に
つ
い
て

保
育
施
設
広
つ
い
て

総
合
福
祉
の
拠
点
と
し
て

早急な道路改良が、望まれる沖浦地区

質
問
E

F

R

王
子
ケ
丘
開
発
工
事
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

白
山
国
の
移
転
改
築
は
計
画
通
り
進
ん

で
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
併
設
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
計
岡
実
施
状
況
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

次
に
、
老
人
保
健
施
設
の
民
間
活
力

導
入
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

最
後
に
、
王
子
ケ
丘
開
発
に
伴
う
分

譲
宅
地
の
早
期
完
成
を
図
り
、
白
滝
大

橋
と
県
道
長
浜
中
村
娘
の
工
事
に
伴
い

立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
の
代

替
地
に
充
て
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長

)
i
王
子
ケ
丘
開
発
造

成
工
事
は
、
七
月
末
の
完
成
に
向
け
順

調
に
推
移
し
て
お
り
、
現
時
点
の
進
捗

率
は
約
四

O
%
で
あ
る
。

と
併
せ
、
国
・
県
と
の
調
整
を
し
て
い

き
た
い
。上

溝

武
鵠
隅
田
圏
内

白
山
園
の
移
転
改
築
に
つ
い
て
は
、

五
月
三
十
一

H
付
け
で
県
か
ら
補
助
金

の
内
示
が
あ
り
、
平
成
十
凶
年
四
月
の

開
設
を
目
指
し
て
事
業
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
十
二

i
十
三

年
度
の
一
一
ヶ
年
継
続
事
業
で
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
併
設
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
総
合
福
祉
の
拠
点
と
し
て
き
め

の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
は
、
医
療

法
人
恕
風
会
(
大
洲
市
)
か
ら
進
出
計

画
が
あ
り
、
平
成
十
三
年
九
月
末
竣
工
、

同
年
十
月
運
用
開
始
の
計
画
と
聞
い
て

い
る
。
最
終
的
な
医
療
法
人
と
の
詰
め

を
行
い
、
こ
の
施
設
誘
致
を
実
現
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
の
分
譲
宅
地
造
成
は
、
基
本
的

に
持
者
定
住
と
し
て
進
め
て
い
る
が
、

公
共
事
業
に
か
か
る
代
答
地
の
必
要
性

も
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ

り
具
体
的
な
実
施
の
段
階
で
、
ご
指
摘

の
代
替
用
地
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

避
け
て
は
通
れ
な
い

重
要
課
題
で
あ
る

質
問
--E
各
保
育
所
の
統
廃
合
に
よ
る
、

育
児
相
談
や
障
害
児
保
育
、
延
長
保
育

等
の
子
育
て
骨
代
の
要
望
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な

し
カ答
弁
(
町
長
)
i
保
育
所
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
重

要
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

乳
幼
児
福
祉
の
充
実
や
多
様
な
要
望
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
保
育
所

の
運
営
規
模
、
合
理
性
に
配
慮
し
、
地

域
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
統
駈
合
の
検
討

が
必
要
で
あ
り
、
将
来
の
乳
幼
児
教
育
、

電
子
自
治
体

仔
政
サ

i
ビ
ス
の

電
子
化
に
つ
い
て

長
浜
町
全
体
の

通
信
基
盤
整
備
を

質
問
:
I
T
革
命
(
情
報
技
術
に
よ

福
祉
を
勘
案
し
て
、
本
年
度
中
に
そ
の

方
向
性
を
検
討
す
る
よ
、
つ
担
当
課
に
指

示
を
し
て
い
る
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
地
域
の
皆

さ
ん
に
提
案
し
な
が
ら
、
最
善
の
方
向

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

惣
谷
夫
一
一
部

る
革
命
)
と
い
う
一
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
な
っ
た
。
我
が
同
も
電
子
政
府
構

想
と
い
う
も
の
を
動
か
そ
う
と
し
て
い

る
が
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
い

保育所統廃合問題は避けて通れない
資料写真(長浜保育所)

4 

一
一
一
隅
ロ
圏
内



ろ
ん
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
受
け
ら
れ
、
人
的
・
物
的
な
省

資
源
に
も
つ
な
が
る
電
子
自
治
体
構
想

に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
現
状
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
ほ
ど
、
っ

伝
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
喜
多
郡
下
で
は
、
長
浜
町
を

除
い
て
そ
の
全
て
が
ホ

I
ム
ベ

i
ジ
を

開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
各
地
方
自
治
体

が
一
斉
に
ホ

1
ム
ベ

l
ジ
を
開
設
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
当
町
と
し
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
っ

答
弁
(
町
長
)
:
私
自
身
、
情
報
関

連
事
業
は
、
今
後
国
策
に
よ
り
積
極
的

に
推
進
さ
れ
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
、

県
に
お
い
て
も
、
平
成
十
三
年
度
当
初

か
ら
惰
眠
ス

l
バ
l
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
構

築
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
化
に
よ

る
高
皮
情
報
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ高度情報化推進の核となる投場電算室

て
い
る
。

本
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

電
算
化
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
が
、
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
与
の
基
幹
業
務

に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
導
入
は
ほ
ぼ
完
了

し
て
お
り
、
将
来
の
高
度
情
報
化
に
対

応
す
る
た
め
、
本
年
度
中
に
は
長
浜
町

公
式
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
行
政

と
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
の
各
担
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
登
録
証

明
書
等
の
申
請
書
を
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
上

に
掲
示
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら

必
要
事
項
の
入
力
後
印
刷
で
き
る
仕
組

み
を
作
る
と
共
に
、
行
政
内
部
に
お
い

て
も
、
電
子
メ

1
ル
で
の
意
見
、
捷
一
一
一
口

等
の
内
容
を
デ
l
タ
と
し
て
蓄
積
し
て

情
報
資
産
を
構
築
し
、
事
務
の
効
率
化
、

迅
速
化
を
阿
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
運
用
は
、
携
帯

電
話
i
モ
ー
ド
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
一

般
加
入
電
話
、

F
A
X
か
ら
も
様
々
な

情
報
が
引
き
出
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
、
高
度
情
報
化
、
地
域
情

報
化
時
代
の
到
来
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
長
浜
町
全
体
の
通
信
基
盤
整
備
を
行

、
っ
と
叫
に
、
電
子
化
に
よ
る
行
政
窓
口

の
一
本
化
の
実
現
を

U
指
し
な
が
ら
、

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て

い
き
た
い
c
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おとたー れ思しろのでかた
宮市恩の 、はまっぶだノ左もつ
ちいで二己せたりかま、たさ
やま、年めんのだられおのみ
んしど生て。 7う込な、た父かし
とたうカT 小 もあひとさなく
毎。し訟学 しときこん。な
日四てし十交
学月見つに
十交にるカ、~.去

になのらた
米フか見と
ててなでき
い、あい

;て しも μ と「たをはし I --， にはる
いぽたらせほけとし五て卜一一一一ー一一一一一一一一一 一一一寸はじおえと
いぺ。ってめんきま年九 小学 2年生 |い川まま
なは たあてち、し生そ.;J ..J ~ 1__ 己ざえしす

lあ、 のげくやぼたのぶ! ( 11年度人権作文集より) I よまたぐ糊ゐ踊r_...'i 
と云; ででれんく 。男の..__-"._.. ---.-- うし 。に i 乃謡竺圭ど~r : 
思、主E ヘ、ますがつ子が 中た先方土協"-，'/ ~ 
;ぃ生 三みしごうよとすド閉すててほ先あげ主 に o /とえfY Fi醗和£¥
;まと 弓んたいけいドきツに C. もくく生てる「吾 、 のち f(場軒先発~- : 
;しあ 五な。ねまボツでジブ今うれのやてとっ 名の lぷん丈史-'f:
1たそ しに先L__~ L 1ジすポヲはれる話友く、て 話各 1、ぃ依明
。べ ても生 たルボ 1 ン休しわをだ在す手 も)詩的、，，¥，YI1，ぬア|
る き見に 。が l 前ルコみいで間ち主ぐを すを ; 
つ までも きルにをや時でといもえにあ ぐお : 

ぼ
く
は
、
一
一
年
生
に
な
っ
て
出
海

小
学
校
に
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ぞ

れ
ま
で
は
、
ひ
ろ
し
ま
の
中
黒
せ
小

学
校
で
し
た
。
ぼ
く
が
一
年
牛
一
の
と

き
に
お
父
さ
ん
が
、

「
あ
し
た
、
む
こ
う
に
軒
る
か
ら
ね
。
」

と
胃
い
ま
し
た
と
ぼ
く
は
ど
ん
な
宗

に
す
む
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
、
二
十
一
年
間
も
ひ
ろ

し
ま
に
す
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
ぼ

く
は
、
び
っ
く
り

し
て
し
ま
し
ま
し

瞳薗艦彊温臨調

8月15日は
「戦没者を追悼し平和を祈念する日」

〈厚生省〉

全国戦没者追悼式在日本武道館(東京)で実施します。国民

の皆様には、正午か51分間の黙とうをお願いいたします。
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宮一四護

関内投票率

小
選
挙
区

七
八
@
ゴ
一
四
一
%

六
月
二
日
の
衆
議
院
解
散
に
よ
る
第

四
十
一
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高

裁
判
所
裁
判
官
同
民
審
査
お
よ
び
、
参

議
院
愛
媛
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
が
、
六
月
二
十
五
日
、
町
内

十
四
か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

衆
院
小
選
挙
区
選
挙
の
当
日
有
権
者

数
は
八
千
五
十
六
人
(
前
回
よ
り
一
二
百

四
十
九
人
減
)
で
、
投
票
者
数
は
、
六

千
一
一
-
百
卜
一
人
、
投
票
率
は
七
八
-
二
一

四
%
で
し
た
。
(
比
例
代
表
選
挙
、
出

民
審
査
、
参
議
院
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

は
別
表
参
照
)

ま
た
、
同
日
午
後
八
時
五

O
分
か
ら

町
体
育
館
で
、
小
選
挙
区
選
挙
、
比
例

代
表
選
挙
、
参
議
院
補
欠
選
挙
、
国
民

審
査
の
順
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
小
選
挙
区
選
挙
の
各
投
票
所

で
の
投
票
率
お
よ
び
、
長
浜
町
開
票
区

で
の
各
選
挙
に
係
る
候
補
者
別
得
票
数
、

政
党
等
別
得
票
数
等
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

-6-

開票作業を行う事務従事者

小選挙区選挙投票結果

投票限 ふ目外 当日有権昔投崇者数 投票率%

男 54838269.71
第 l投票R [!.: 1 648 1 457 70.52 

長浜 lijJ体育館 JII 1，196 1 839 1 -7ii:15一
男 169 335 71.43 

第2i't県民 女 590 ，116 70.51 

長浜町ふれあい会館計 上口59 751 70.92 

l男 201 167 83.08 
$3投票七五 女 237 197 83. [2 

長浜町しおさい館 五十 138 361 83.11 

ん臣 男 [35 92 68.15 
第4投刀、1". 女 152 [05 6908 

晴海集会所 μ11 287 1 197 1 68.64 

男 268 219 81. 72 
第 5}支県17 ι- 308 251 82.47 

櫛生小学佼体育泊計 ，576-'r 473 1 82.12 
:男 64 49 76.56 

第6投票区 女 70 58 82.86 

須川公民館 言Ii 13，1 1 107! 79.85 
ノ俗画 男 185 113 61.08 
第7!立不同 L( 1 207 [50 72.'16 

小{市 td地集会所員11 392 263 1 67.09 

|男 197 142 72.08 
ゐ8投よポ;-;L<ー IkT 21~6司 78.14 

ィ'1id 公民館計 4 [2 ← :~110 75.24 

州出 !男 244 [92 78.69 
市 9投フ才マL{ 目玉 281 232 82.56 

出{年公民館|計一 525 124 80.76 

間男 542 ，1，5784.32 
第10投:::1正 t一zi 620 503I 81.13 

大 fU 公 it 館口11 1，162 960 1 82.62 

持 26[ 222 85.06 
品11投票小L-<. 女 294 247 84.0[ 

豊茂公民館 555 469 1 84.50 

男 35[ 304 86.61 
第12投票区 1;:: 1 442 1 386 1 87.33 

日 i竜王と l" fo:1日 793 1 690 1 87.0 [ 

作曲 男ヨ6 84 87.50 
帝 13j't~、[7 ノょ 8[ 75 92.59 

成Jil'l，'-;-TZへき地集会主 百十 177 159 89自3

男 171 148 86.55 
第[1投与il主 女 179 157 87.71 

柴小学佼屋内運動場 ai 1 350 1 305 1 87.14 

男 3，732 2，906 77.87 

台計女 4，324 3，405 78.75 

|計 8，056 I 6，311 I 78.34 

区 選 掌

有権者数 8，056 

コE守玉て 一辺寸正ー 78.34 

有 効 フEヲ玉て 6，031 

山本公一 5，216 

徳内あつみ 815 

比例代表選挙

当日有権者数 8，059 

投 コEヲ王て ~寸kー 78.31 

有 効 フEI王て 5，920 

民 王 ρクμl 782 

[乙l由民主党 3，389 
ノムドJ、 明 '5吐い~ 524 

社会民主党 326 

ド政R ;j，，:共産党 294 

党自由連合 13 

白 由 よク立ι， 592 

参議院議員補欠選挙

当日有権者数 8，056 

1金 ヲE守冨て 主幹 78.34 

有 効 フ百ヲ三てZ 6，071 

関谷かつつぐ 4，507 

成見けんじ 1，013 

谷出けい子 551 

最高裁判所裁判官園畏審査

当日有権者数 | 8，056 

t金 コ冒守玉て ヰ、山ヱ 76.53 

有 効 フE君才て主 5，998 

氏 名 罷免を可とする投票数

亀IiJ 継夫 182 

大出峻郎 153 ι:田頭 159 

谷利贋 168 

「見王i仁とゴ1 逗 158 

111 口 会す試h 164 

冗)民干IJ 丈 145 

梶谷 -ヱ+ム」 144 

~Aヒ 111 弘治 152 

言十 1，425 



。
ため調査襲同事
数来3腰掛つ繋ってい

査を襲施

あ
閤

10月1君、 。まiレまちの21世紀のためになたと乙

I 9月下旬か5、調査員が皆さんのお宅!と調

査票を配りにおうかがいします。 5，岡青票が

お手元に届いたら、 10月1日現在の皆さん

の状況を記入してください。記入していた

だく項目は、男女の日IJ、出生の年月、就業

状態、通勤ー通学I也、住居の種類芯ど22項

目です。記入していただいた内容は、統計

を作成するためにだけに使い、調査票は集

計後lこ溶かします。調査票に喜かれたこと

が他iιも判ることは絶珂にありませんので、

こ、安心ください。

10月9日までに、再び調査員が調査票そ受

|け取引とおうかがいします。

員本{ζ住んでいるすべての人を対象!こ行う大規模な統計調査です。5年{ζ1度1

調査票に盤強じすください

l調査の結果は、今年の12月か5公表します。
まず、人ロや世帯数の速報値を、その後

「高齢者世帯の状況」や「労働力状態、産

業日Ij構成」などを順次集計・公表していき

ます。

例えば、これらの調査結果は、まちづくり

を進める貴重な資料として役立てていきま

す。現在、日本は人口の高齢化が急速に進

んでいぎす。お年寄りが善らしやすいまち

をつくっていくためには、住宅や栢祉、医

療の画でどういった対策が必要か在、調査

結果か5採っていきます。このほかにも、
議員定数を決めたり、都市言十E圏在策定した

|り、平均寿命を算出したり しあなたと

iこのまちの21世配のために、目ヨ堅調査の結
I '粟を、いろし1ろな分野で活用じていきます 3

します

g-冒
合
wv

平成12年10月1日(目)
9月下旬から調査員がおうかがいいたいます。

7 



(一般、退職1 老人の総医療費に対する1人当造りの璽療費)

被保険者 1人当たりの医撮費
資料;国民健康保l会の実態(fir[保中央会、県阿保連合会)より (円)

500、000

400，000 

300，000 

200，000 

100，000 

0 
長iF，
「圏

内チ

6 {I度口 7年度口

五十崎 肱川 河辺

8 年!正国 9 年fú~ 圏 10年度圏 11年度 l

長浜町の 1人当たりの医療費社、近隣市阿H寸

と比較しても高く、右肩上が川ニ推移してしミま

寸 J 医療費が増え杭ければ、固などからの補助

があったとしても保険税を町やして財源を確イ呆

していかなければなりま 1士ん。これは、被似険

者の万の負析が大きくなってしまうことです。

そのため、 イ¥ひとりが上手に医療を受け医

療費の増加を防ぐことが大切に公ってきます。

地区別の医療費
円

900.000 

600，りけり

300.000 

。

圏{果i土、{呆険税によって ※納付期眼を過ぎ
支えもれています

と I (2) 納付期限から 1年腎を過ぎると、保険誌を
返してもらい、資格者証が交付されますc

(平成12年度から義務化)
(1) 納付期限を過ぎると督促が行! ※(資格者証は、被保険者であることを証明
われます。 I するものでお医者さんにかかるときは、医療

| 費を全額自己負担することになります。)

3 納付期限力、ら 1年 6月を過ぎ (4) それでも納めないでいると、差し止め
ると、国保の給付力f全部、また| られた給付額から滞納分か‘差し引かれま
は一部差し止めになります I す。

災害やその他の政令で認められ

る事情がなく、保険税を滞納する

と、未納期間に応じてつぎのよう

な措置をとる場合力ずあります。

B 



老人塵若草費平成11年度
1IIIIIIIIIIIIIIIIIIilllllllllllllillillllllillllllllll1111I111111111111111111111111111 

お年寄官 1人当たり
約鵠フ)4千円

額約1
平成11年度長浜町の老人匪護費の状況

(一部負担金含む)

11111I111111111I111111I1111111111111I1111I1I1111111111111111111111111111111111111111I1 

老人医療費は高齢化の進行と共に年々増加して

おり、長浜町の平成11年度老人 1人あたりの医療

費は前年度に比べて約4.6パーセント、金相にし

て約39，OOOF']の増加となっております。

医療費が増加すれば保険税や一部負担金の引き

トげにもつながり、結局老人も含めた 人ひとり

の負担の増加となってしまいます。

高齢者の薬剤一部負担の臨時特例措竃について

昨年 7月 1日から本年 6月30日までの問、老人医

療受給者の薬剤一部負担金については国が支払うこ

とになっていましたが、本年 7月以降についても、

老人医療受給者は薬剤一部負担金を支払う必要がな

くなりました。

JJ:l 日 件数 金額(円)

入 院 2，735 997，444，450 
合計に含まず

診療費 食事療養費 2，550 116，956，670 

入院外 30，325 629，828，380 

歯 科 2，174 44，416，330 

調 斉リ 4，419 55，031，870 

施設療養費 ; 
所 302 62，780，745 

月? 226 18，884，430 
トー

訪問看 己隻 70 3，902，600 

療 養 費

(コルセット、柔道整復、 309 3，389，810 

アンマ、マ yサージ)など

fu 〉、 百十 40，560 1，932，635，285 

2，185人

884，501円

-年平均老人医療受給者数

-年間 1人当たり老人医療費

長浜町老人~~震費と 1 人あたり塵療費の推移

11年度

1，932，635，2851' J 

881，501円

2，185人

日6年度 7年度 8年度 | 9年度 10年度

l上リ，34必叩ι叩，912，8山 |川1，4灯71，23
727，127 円 76訂7，8飴加6訂7引J円'1川| 7花85，1凶41円 808弘口，ユ227幻n刊iリj川 8削45，6ω 円

1，8泊8出51人 1，β916 人 1，9ω鮪8釘7人 2，刈川O閃50}人¥.I 2，1ロ26人

一
人
あ
た
り
医
揮
費
額

1，000，000円

800，0001 'J 

600.0001'1 

400.0001リ

200.000111 

総医標費と 1人当たり医撮費推移
2.500.000.000円

2，000，000，000flJ 

-ハHunu 

ハ什
Unu 

ハH
U
ハH
U
ハU
ハ
Hυ
「、
U
1
i
 

]
 

丁ーハリハH
V
ハH
v
nu 

ハH
V
ハH
U
ハH
U
ハH
U

ハ
川
υ
ー

500，000，0001 'J 

総
医
嬢
費
額

]
 

打
卜
ハU
U

11年度10年度9年度8年度7年度H6年度

[闇

。円

1人当たり医療費@一総医療費

家庭医(ホームドクター)を持ちましょう4 お医者さんのかけもちはやめましょう

お医者さんを{言頼し、指示を守りましょう

定期的に健康診断をうけ、病気の早期発見盟
早期治療をこころがけましょう

5 

8 

時間外、休日受診はなるべく避けましょう

薬をたくさんほしがるのはやめましょう

2 

3 

9 



む
結J摂・神主:抑制袋、お抑制欄榔糊奇:::::・ぁ:鰍

護ごみの出し方の
器 一昨変更について

農薬の袋や存器は、毒性の問題

から排出禁lトーごみとして購入訂ドl

身での処理をお願いしていました

が、最;J-L、使用後の袋や容器を焼

却できるものァケ辻哲えており、燃や

すごみとして処理すおことが可能

になりました。

8月からは、次のものに阻つて

は、燃やすごみとして出してい六

だ:ナるようになりましたの、お

主1Iらせします{

。容出に、使川後は'}3'I)，11処理する
ように記入されていて、内容物を

完全に使い切ってあるもの

注意!

内容物が残っているものや、

容器が金属製またはガラス製

のものは、これまでどおり購

入者で処理してぐださい。

- --園園開閉開園・ E 周回幽・--園田-- - ~同綱同組・・ E 圃網開司嗣- --開園圃伺恒国園田園圃胃園田圃---圃同園皿幽幽閉--圃園田園田町園田幽E

昨年の白滝うら盆まつり

新fUI情報です;
~長浜町立図書館~

書名 著者

0活仏たチベ y 卜
田中公明

~主にヘJ ふにぞになった円本人

マーク寿子

。子どもの心ふえていま jか

i奈!反符良
こどもにい計る本(第2集)

久保覚

。四季の花を楽しむ100L]J 
石丸村也 ， 

O雪山号きj崩より (新版)
星野富弘

-10 

目

星

' a 
' a 
E 
E 
E 

E 

E 

5 
2 . 
E 

E 

E 

E 
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今れあい会館由良
長浜今昔写真展

失業の認定を受けるときはi下一し

く申告しましょう。

す

似
査
ま

E
z
r
Mツ

問
一
鰐
防

糊
登
弓

側
一
問
蜘一一
一
T
E

蛾
抱
糊
銃

.
詰
稲
川
町
制
限
出
回
間
部
品事業主の皆さんへ
銃砲刀剣額の登録に関しては、

雇用保険を受給している万を採 本紙 5月号でお知らせしたところ

昭和初期の長浜町内の町;並みや 用された場合は、正しく申告する ですが、この 8月から次のとおり

建物、各種崖業の工場、貯木場の ようご指導ください。 会場が変更になりましたの

写真と、現在の町並み等の写真と なお、詳しくはお気軽に安定所 C変更前愛媛県立凶書館

が多数展不されます。 までお問い合わせくださし'0 0変更後 県庁第 1別館

昭和から、!と成へと移り変わった ハ酉ーワーク大洲 Eお問い合わせ]愛媛県教育委員

長浜の表情をお楽しみください c 告 24-3191 会文化財保護課(宮089-934-3229) 

E期間J 8 月 8 日 ~8 月 20 日(月 まで。

曜日休館 M 午前 9時~午後 5時)

[場所]ふれあい会館ギャラリー

大手口窯陶芸グループ
作品展

今同で 2回目となる作品展。大

和主陶芸グルーフ。の背さんが、汁

宇青込めてf乍られたナ亮き物作品、約

50点が展示されます。

E期間】 8 月 22 日 ~9 月 3 日(月

曜日休館:午前 9時~午後 5時)

【場所〕ふれあい会館ギャラリー

町内小学生夏休み
作品展

各小学校児童の皆さんが、夏休

み期間中に描いた絵画や、工作な

どの作品約200点が展示されます c

E期間) 9 月 5 日 ~9 月 17 日(月

曜日 E 祝日休館:午前 9時~午後

5 日寺)

[場所]ふれあい会館ギャラリ-

5定期税務相談日程
I場所]大リ11商工会館

I内容]税金に閲すること全般

I担当] I旬松国税局税務相談室

I日時] 9月 8日(金)午前]0時

~'r-後 3 時

~~~ハ E ーワーク大洲
からのお知らせ

雇用保険を受給される
皆さんへ

11 

同園圃量動所長査委嘱
4月 1U付けで、長浜町防犯協会長及び大i1+1警察署長から、次
の 17人の方々に長浜町防犯相談所長としての委嘱状が交付され

ました。

防犯相談所長の任務は、犯罪、事故、災害等のない明るく住み

良い地域を実現するため、地域住民の皆さんからの情報の収集を

行い、防犯協会・警祭署・交存へ連絡をしていただくことです。

骨さんの身近に発斗ーしている事故・暴走行為-災害危険箇所等

の情報を担当区の防犯相談所長さんにお知らせくださいけ

防犯相談所長一覧表(任期 2年間)

地区名 氏 名| 担 当 l又

長浜地区 奥野彰一 i 1 区 ~3 区

ク 藤 i皐豊:彦 4 区 ~9 区

今 |松岡昭夫 10区 ~18区・ 44区

// |金津哲彦 191){~22 区・ 45区

'l 水口時夫| 23区 ~331豆

)11一郎

田盛茂

強

山本久雄
一 ート

本武夫

17人

94区~106区・ 138区.153区

107区~119区

120区 ~129区

130区 ~137区

139区~151l亙



ぺν乙婿昌関町伯λり車関開が号。》
夢野 藤田穀募集し軒
[題材]長浜大橋(赤橋)。作品はオリジナルで未発表のものに限る。

[作成基準]写真及びイラストの部。表現形式は自由(パソコン編集等も可)。特定企業、団体、宗教等と

関連のあるものは避けること。

I応募規定等]0写真の音15...2L版程度とし、撮影時期は問わない。ネガあるいはポジフィルムを提出の
こと。 oイラストの部...A4版程度の用紙に 1点描く。画材・手法・色数は自由。文字を書くときに支障
のないよう淡い色等とする。

※応募作品裏面には、申込書(住所、氏名、電話番号、年齢

を記入)を添付すること。

なお、応募原画案の所有権は協議会に属し、返却しないo

[J，i'.;募方法]応募点数は制限しない O 印刷レイアウトの指定

がある場合はレイアウト図を添付。

【応募 a お問い合わせ先〕長浜町絵入り年賀はがき推進協議

会(干799-3401喜多郡長浜町大字長浜甲480-3:長浜町役場経

済課内宮0893-52-1111)または、長浜町内の各郵便局まで。

E締め切り 1平成 12年 8月 3 1日必着。

{その他] 9月中旬に審査し、採用者本人に通知し賞金を贈 長浜町「肱JIIあらしと開閉橋」弁上高明爵
呈、応募者全員に粗品進呈。

昨年の採用作品

関髄監書簡盟関
トーキンクシアター『軒が審毒事題号事鞠謹』を開催します
“わが街『西予』魅力再発見"を口的に、魅力と

活力ある閤域づくりについてゲストを迎えでのトー

クと芝屑、映像にスライドを使用するシンポジウム

を、次のとおり開催します。

[臼時] 8月26日(土)午後 O時30分間場・ 1時30

分間演。

[会場]大洲市民会館

[入場料]無料(先着1，000人・入場整理券必要)

[出演者1星野知子(女優)、らくさぶろう、岡崎直司

(フリーライター)、稲本|盗

寿(内子町教育長)ほか。

[申し込み・お問い合わ

せ]役場企画調整課(宮

52-1111・(有)2131)まで。

※西予・・・八幡浜市、大洲

市、喜多郡、西宇和郡、

東宇和郡の 2市 14町村か

らなる地土或のことです。 星野知子さん

， 月曜i聾轄をまもる月開盟丹10闘拡i董の闇く建設省〉
争道路を守る月間

この運動は、 8月1日(火)から31日(木)

まで行われます。運動の重点として、次のような

主なことがあります。

口商広街など、歩行者や自転車利用者が多い地域、

また、お年寄りや障害を持っている人が利用す

る施設が多い地域などで、看板、商品などが不

法に道路を占拠してい芯いか点検を行い、指導

します。

口「道路は国民共有の、つまりあなたの財産です。

くみんなが道路と親しみ、ふれあい、常に広く、

美しく、安全に、共に楽しく利用しましょう>J
を基本テーマに、道路見学会等を行い、ポスター

やチラシなどを配布します。

争道の日

8月10日は「道の日」です。大正9年のこの日

に、わが国で最初の道路整備についての長期計画

である、第1次道路改良計画が実施されたことな

どを理由に、道路の意義重要性に対する国民の

関心と道路愛護の精神を高めるため、昭和61年に

制定されました。

今年の中央行事は、 8月5日(土)に東京湾横断

道路(アクアライン)海ほたるパーキングエリア、

首都高管制センタ一等の親子施設見学会。 12日

(土)に東京 恵比寿ガーデンプレイス内で、マジツ

クショー トークショーなどを開催する予定です。

また、全国替地で「道の日jを中心に各種行事

及び活動が展開されています。

12 



品品場命
国民命記嵐官曹

事4鵠出して...~ ~ 
長浜高校訓渚英理

13 

年金
受付譲り先の変 は慎重日号

44zff受けているフiが、転居などで「住所・支払機関変吏届」

を提げlしていただくことになっています。

ところが、住所変更を伴わない受け取り先だけを変更される方

7夕、特に前近目立って増えてきていますυ

相会保険庁・社会綜F従事務所では、皆さんから提出された届書

を迅速に処理し、決めし)れた日に正確に支払うよう努力しており、

この変更作業を行みために一定期間が必要に公りま寸

支払期日にJ!I~丸、てからさミ更届を提出されますと、変更前の預

貯余口住に振り込まれた f)、決められた日に年金を受け取れ公かっ

た¥)、'去け収りが遅くなったりするなど、皆さんの生活に之障を

きたす原因にもなりかねません

年金を速やかに、確実にそけ取るためには、受け取り先σ-' 必 f~

は慎重にしてください。

年金受
笹所を
速や方に
国民年金や厚生年金の受給祐一

おのす住所を変ぼした場合、その

届出が遅れると支-:fl，Cつ通知舎や

現況日などの社会保険庁からの

お!J;LJらせや日書が届かなくなり

ますのご、 il七所・支払機関変

更届」を提山してくださしミ。

用紙は、お近くの社会保険引

詰所に備え付けてあります

m
J
t
@
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J
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浜
バ
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大
会
(
、
1

六
月
十
一
日
、
長
浜
中
学
校
休
育
館

で
第
四
回
長
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
な
ど
、
し
ハ
チ

1
ム
約
六
十
人
が

参
加
し
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男
子
の
部

一
優
勝
一
長
浜
体
協

一
準
優
勝
}
五
十
崎
V
C

{
第
三
位
}
r
H滝
成
人

V
C

女
子
の
部

お
手
玉
遊
び
で
ポ
ケ
防
止
?
同

11
ノ
山
ぱ
茂
で
お
手
玉
教
宅
1

{
優
勝
}
ら
つ
ご
長
浜
A

{
準
優
勝
一
肱
川
V
C

一
第
三
位
一
ら
つ
}
」
長
浜
B

お手玉の授業を受ける参加者

六
月
十
三
日
、
豊
茂
公
民
館
で
お
手

玉
教
会
ー
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
い
附
人
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
会
旦
「
り
恥
バ
ト
人
が
参

加
し
た
。

お
手
玉
は
、
指
先
を
使
い
刺
加
す
る

こ
と
に
よ
り
脳
の
活
性
化
が
川
ら
れ
、

ボ
ケ
防
ル
に
仕
U+

つ
ほ
か
、
や
る
気
・

集
中
力
を
増
す
と
=
一
一
一
円
わ
れ
て
い
る
乙

教
室
で
は
、
新
居
浜
市
の
日
本
お
千

玉
の
会
か
ら
招
い
た
二
一
人
の
講
師
が
お

手
玉
川
技
を
披
露
。
参
加
点
h

ら
は
、
見

ょ
う
見
ま
ね
で
来
し
み
な
が
ら
お
手
玉

川
一
段
業
を
受
け
て
い
た
。

ア
一
ン
サ
イ
の
里
づ
ぐ
ワ

ー
豊
茂
地
域
キ
つ
く
り
グ
ル
ー
プ
ー

熱戦を展開する選手たち

六
月
十
八

H
、
豊
茂
地
区
の
地
域
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
豊
友
会
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
引
豊
茂
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
弁
会
員

ら
約
一
一
一
十
人
が
参
加
し
て
、
県
道
沿
い

へ
の
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
や
草
刈
り
を
行
っ

た
こ
の
活
動
(
ア
ジ
什
イ
幻
万
本
運
動
)

は
、
ふ
る

3
と
を
ア
ジ
サ
イ
の
花
い
っ

ぱ
い
に
し
、
F

ナ
ど
も
た
ち
に
郷
土
を
愛

す
る
心
を
培
ワ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
続

け
ら
れ
て
い
る
も
の
。

こ
の
日
は
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
の
取
材

ん
時
で
パ
ッ
ス
ル

ー
ど
ろ
ん
こ
ミ
ニ
パ
レ

l
大
会
1

も
訪
れ
、
参
加
者
ら
が
作
業
に
汗
を
流

す
様
子
は
、
七
月
一

μ
「
す
こ
や
か
え

ひ
め
」
と
い
う
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
。

パッスルプレーを展開する参加者

六
月
二
十
川
口
、
柴
の
田
ん
ぼ
で
第

七
回
ど
ろ
ん
こ
ミ
ニ
パ
レ
!
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
か
ら
十
三
チ

i
ム
が
参

加
し
た
。

ご
れ
は
、
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な

で
育
て
る
会
柴
主
部
(
山
中
高
光
支
部

長
)
が
、
住
民
の
交
流
と
子
レ
一
も
た
ち

の
郡
上
愛
今
一
育
て
よ
う
と
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
c

選
手
ら
は
、
仮
装
や
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ

i
で
白
熱
し
た
ゲ
1
ム
Jr
一民

間
し
、
見
物
客
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
で

し
た
。な
お
、
主
な
柏
田
市
は
次
の
と
お
り
。

{
優
勝
一
大
和
選
抜
チ
l
ム
A

一
準
優
勝
}
戒
川
チ

l
ム

作業の合聞にテレビ取材を受ける参加者

直

よ防長|

京司

同
14 

ひ
ま
わ
り
は
太
陽
さ
ん
の
子
ど
も
だ
ね

四

年

矢

野

筒

貴

か
た
つ
む
り
葉
っ
ぱ
の
上
で
こ
ん
に
ち

は

四

年

上

田

崇

喜

と
ん
ぼ
さ
ん
夏
の
日
の
下
楽
し
そ
う

同

年

清

水

勇

希

ひ
ま
わ
り
と
い
っ
し
ょ
に
ぐ
ん
ぐ
ん
せ

い

く

ら

べ

四

年

小

西

加

奈

か
た
つ
む
り
朝
顔
の
葉
で
雨
や
ど
り

四

年

一

一

円

仕

穂

梅
雨
に
な
り
雨
の
王
様
ま
い
降
り
て

五

年

明

智

亮

夏
休
み
本
か
げ
で
昼
寝
せ
み
の
山

五

午

鎌

田

歩

夏
の
夜
す
ず
虫
鳴
い
て
る
子
も
り
歌

一

九

年

山

崎

公

祐

夏
の
海
か
も
め
が
ふ
わ
わ
飛
ん
で
い
る

五

年

比

高

代

明

子

夏
の
在
ふ
と
ん
ぬ
ぎ
す
て
与
の
中

五

年

谷

町

和

禾

日

ひ
ま
わ
り
が
か
わ
い
い
顔
し
て
こ
ん
に

%

は

五

年

水

本

葵

桜
の
木
さ
さ
や
く
よ
う
に
ゆ
れ
て
い
る

五

年

武

田

倫

実

夏
に
な
り
と
ん
ぼ
も
プ
l
ル
に
ヤ
っ
て

き

た

五

年

尾

上

小

円

合

山
道
に
出
一
仁
、
三
千
た
ミ
ミ
ズ
に
大
さ
わ
ぎ

五

年

津

出

絵

美



の
ん
び
り
と
夕
日
な
が
め
て
魚
つ
り

一4
年

中

附

亮

太

手
の
中
で
ぱ
っ
と
光
っ
た
夏
の
虫

六

年

山

田

咲

樹

暗
い
道
蛍
が
私
を
道
案
九

六

年

矢

野

ス
ズ
ム
シ
が
鳴
い
て
聞
か
せ
る
子
守
歌

六

年

矢

野

笑

菜

時
れ
の

U
に
み
ん
な
で
遊
び
あ
せ
光
る

」

ヘ

午

大

原

子

春

ヒ
マ
ワ
リ
が
に
ヲ
)
り
笑
う
季
節
か
な

L

八

年

川

叫

由
希

f

?に

(
敬
称
略
)

一
県
森
連
会
長
優
良
賞
}

宇
部
宮
俊
英
{
県
茂
・
箱
物
こ
、
つ
よ
)

増
田
成
虎
(
豊
茂
・
箱
物
ど
ん
こ
)

村
上
一
憲
(
櫛
生
・
箱
物
ど
ん
こ
)

一
県
森
連
会
長
努
力
賞
一

宇
都
{
円
俊
英
(
豊
茂
-
ほ
だ
本
の
部
)

一
松
山
椎
茸
会
長
賞
一

渡
迫
キ
ヨ
ナ
(
豊
茂
・
和
物
ど
ん
よ
)

川
町
小
泉
満
子
さ
ん
怖

い
山
西
田
初
美
さ
ん
料

職

1
防
犯
功
労
省
表
彰

1
峨訴

六
月
二
日
、
大
洲
市
で
開
催
さ
れ
た

平
成
卜
二
年
慢
大
川
地
区
防
犯
協
会
通

常
総
会
の
席
上
、
下
町
加
点
の
小
長
満
子

さ
ん
は
、
、
水
年
仁
わ
た
り
少
年
警
察
協

同
日
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年

の
健
全
育
成
や
防
犯
思
想
の
普
及
啓
発

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
公
媛
県

防
犯
協
会
連
合
会
長
・
愛
媛
県
件
察
本

部
長
連
名
主
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
の
西
国
初
美
さ
ん
は
、

水
牛
に
わ
た
り
竹
少
年
補
導
委
員
と
し

て
、
地
域
の
防
犯
活
問
、
ャ
青
少
年
の
非

受賞された渡遣さん(左から 3人目)

淀

川
町
長
浜
コ
ー
ラ
ス
本

糊

よ

年

出

場

川

件

表

彰

1

抑

じ
月
三
日
、
松
山
市
で
閉
山
抗
さ
れ
た

第
二
十
三
凶
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
四
国
支
部
愛
妓
大
会
の
席
と
、
長

浜
プ

i
ラ
ス
(
岡
崎
直
美
凶
長
・
同
員

二
十
人
)
の
皆
さ
ん
が
、
本
大
会
へ
の

永
年
出
場
開
体
表
彰
(
三
ト
回
出
場
)

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
ど

来年の全国大会ヘ向け練習仁励む長浜コーラスの皆さん

行
防
止
泊
動
に
功
杭
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
大
測
地
区
防
犯
協
会
長
・
大
川

警
察
署
長
連
名
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た

夏休み命海外旅持安全対策
~出発前に旅行先の情報をチ工ツクしましょう~

く外務省〉

海外でのトラブルを未然に防ぐため、出発吉右にインターネッ

ト外務省ホームページ(httpjグwww.mofaj.go.jp/mofaj/)や

FAXサ←ビス(FAX03~3584~3300)で旅行先め安全備報を入手

しましょう。 海外での安全に関する相談は、外務省海外安全

相談センター (ft03~3581~3749) までお寄せください。
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~長浜町森林と緑の募金推進協議会~

:百t
・型告

が寄せられました 採
- fsf 

d校、 ;3i

u総i
今月のトップは西山洋司さん

-里さんのカップル

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

6
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

下
須
戒

上
老
松

長

浜

西畝脇
田中坂

壮そ拓'<'f変1
良勺哉ゃ作 ?

お
〈
や
み

6
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浜海茂浜海生海浜海 j甫 j甫

橋鈴菊三松竹塚高後寺笹

元木地河本本井崎藤沖本

郁
子
(
六
五
)

文
子
(
六
六
)

ヒ
デ
コ
(
八

二

ツ
ヤ
コ
(
八
四
)

勲
(
五
八
)

マ
ス
子
(
八
七
)

薫
明
(
八
六
)

守
民
子
(
七
ご

末
子
(
九
四
)

保

美
(
七
七
)

昭

市

(
七
二
)

O
豊
茂
大
正
琴
愛
好
会
(
都
田
マ
サ
子

代
表
)
:・
現
金
一
万
円
を
豊
茂
公
民
館

へ
。
O
長
浜
保
育
所
平
成
十

一
年
度
卒
園
児

及
び
保
護
者
会
:
・
ベ
ル
四
十
個
を
長
浜

保
育
所
へ
。

O
豊
茂
保
育
所
平
成
十
一
年
度
卒
園
児

及
び
保
護
者
会
:
・カ
メ
ラ

一
台
を
豊
茂

保
育
所
へ
。

O
豊
茂
保
育
所
保
護
者
会
・:
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
一
台
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
白
滝
保
育
所
保
護
者
会
・:ロ

ッ
カ
ー

二
台
を
白
滝
保
育
所
へ
。

O
東
京
都
の
側
メ
デ
ィ
ア
レ
ブ

・
鎌
田

孝
一
さ
ん
:・
絵
本
五
十
冊
を
町
内
各
保

育
所
へ
。

議議議;謀議;

察 白切øgも~\JÜ~抱

議 緑の募金に 375，019円
皆さんから緑の募金期間に寄せられた募金は375，019円
に達し、このたび、 (財)愛媛の森林基金に納付しました。

ご協力ありがとうございました。

なお、この募金は、森林資源・緑資源の維持 ・造成・

緑の少年団の育成等に活用されることになっています。

結

婚

6
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住;

戸斤

氏

名

美 博子土星司

長出豊長出櫛 出 長出沖沖

8月 7日は立秋で、暦では 8月
は秋だが残暑 が厳しいので、眠れ

ない夜には物干し場等で涼む人も

あろう 。長浜は幸い星空が美しく、

よく晴れていれば数千の星の光を

j谷ひごらオ1る。

月を見れば1969年 7月20日に、

アポロ11号で月面に人類が初の第
一歩を印した歴史などを思い出す

が、満天の星々は月どころの距離

ではなv'o中には、数十、数百光
年も離れた星も見える。 l光年は

約 9兆 5千億kmだ、から、想像もつ

かない遠さで、我々の知りうる宇

宙の極限までは、百数十億光年だ

そうだ。

地球から見て一番明るいのはも

ちろん太陽だが、「おおいぬ座」

のシリウス星は、太陽と同じ距離

で見ると太陽の35倍、今で、は10万

倍も明るい星さえ発見されている

とし寸 。地球は太陽の 1惑星で、
その太陽系でさえ天の川銀河の一

部に過ぎなし、。天の川銀河の直径

は10万光年、星の数は 2千億有り、

今まで何気なく見ていたアンドロ

メダ星雲が、実は天の川銀河とは

全く 別の銀河(小宇宙ともいう )

で、それ以外にも銀河(小宇宙)

が数知れずある言 われると 、ただ

ただ呆れるしかなし、。

少し涼めたのでそろそろ寝ょう

かなと思っても、こんなに無限大

の天体を考えていてはとても眠れ

ないが、偶には多少の寝不足も仕

方ないと諦め、気宇壮大を感じて

ストレスを発散した方がよいだろ

っ。

下
須
戒

内
子
町

白

滝

大
洲
市

長

浜

中
山
町

高水大新森西

山

洋;

回橋本谷田

優喜優耕

-16-

唯
志朗浩

莱
新
聞
に
、
某
評
論
家
に
関
し
た
記

事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
ご
う
」

問
題
に
重
ね
、
そ
の
辛
ら
つ
な
切
り
口

で
某
有
名
作
家
の
諸
作
品
を
書
評
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
論
評
が
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、

今
の
社
会
に
は
こ
れ

く
ら
い
の
明
確
な
意
思
表
示
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
要
旨
に
恩

わ
ず
納
得
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
凶
悪
犯
罪
の
増
加
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
人
と
し
て
の
生
き
方
と
い
っ
た

面
で
は
、
ソ
フ
ト
タ

ッ
チ
の
妙
薬
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
も
感
じ
ま
す
。

い
よ
い
よ
夏
休
み
も
中
盤
に
入
り
ま

す
が
、
長
期
休
暇
後
に
子
ど
も
た
ち
の

様
子
に
変
化
が
起
こ
る
ケ
l
ス
も
多
々

あ
る
よ
う
で
す
。
始
業
式
に
は
元
気
な

笑
顔
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
、
大
人
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
た
い
も
の
で
す
。

(
や
)

人口・世帯数のうごき

6月末現在 前月との比較

9，838人 19人減
A 口 (男 4，650人) (男 5人減)

女 5，188人 女 14人減

世帯数 3，617世帯 4世帯増


